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■就業場所＝㈳天草宝島観光協会事務局（天草宝島
国際交流会館ポルト内）。

■採用予定人員＝①幹部職員②一般職員（各１人）。
■年　　齢＝30歳以上。
■業務内容＝①観光振興事業の企画立案、販売促進
活動、観光協会の事業の統括など②観光振興事業
の企画立案、観光情報の提供、その他観光協会の
目的達成に必要な事業など。

■応募資格＝大学卒業程度で普通自動車運転免許を
取得しており、パソコン操作ができ、市内に居住
できる人で、天草の観光振興に寄与できる人。

■勤務条件など
〔給与〕同協会事務局職員給与規程による。
〔勤務時間〕月曜から金曜日までの午前９時から午
後６時まで（週40時間勤務〔土・日曜日、祝日を

除く。ただし、月１回程度交代制で勤務有〕）。
〔採用予定日〕平成23年１月１日以降。
■選考方法＝一次選考：書類選考、最終選考：面接。
■申込期間＝10月１日㊎から同21日㊍までの午後
５時まで（郵送の場合は10月21日㊍必着）。

■申込方法＝㈳天草宝島観光協会事務局・総務部に
備え付けの応募用紙と市販の履歴書に必要事項を
記入し、「800字以内」の作文（テーマ自由・Ａ４
用紙１枚）を〒863－0023 市内中央新町15－７
　㈳天草宝島観光協会事務局へ郵送または持参し
てください。なお、応募用紙は同協会のホームペ
ージから取ることもできます。

〔ホームページアドレス〕
　http://www.t-island.jp/

㈳天草宝島観光協会職員を募集します㈳天草宝島観光協会職員を募集します

【問い合わせ先】天草文化交流館☎㉗5665
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会

～住所が変わったら届け出を～
　年金を受給している人の住所が変わったときは、市役
所（本庁・各支所）の窓口で行う住所変更の手続きとあ
わせて、年金についても「住所変更届」を出さなければ
なりません。届け出をしないと、日本年金機構の住所記
録と住民票が異なることになり、年金に関する通知が届
かなくなります。
　また、60～65歳でまだ年金の請求をしていない人も、
住所が変わると日本年金機構からの年金に関する案内が
届かない場合がありますので、必ず本庁・保険年金課ま
たは牛深支所・市民課、その他の支所・市民生活課へ届
け出てください。
【問い合わせ先】本渡年金事務所☎㉔2112
　　　　市役所本庁・保険年金課国民年金係（内線1137）

献血にご協力をお願いします

10月の献血日程10月の献血日程
■持参品＝献血カード（献血手帳）または
身分証明書。

【問い合わせ先】
　天草中央保健福祉センター☎㉔3737

※いずれも400ml献血のみとなります。

期　日

10/7㊍

10/8㊎

10/19㊋

10/20㊌

時　  間
9：00～12：00
13：00～16：00
9：00～11：30
12：30～15：30
9：00～11：30
12：30～16：00
9：00～11：30
12：30～16：00

　　  場　　所

市役所牛深支所

JAあまくさ西統括支所
（河浦町）

市役所本庁

天草地域振興局

すずり

だるま ひょうねん

すみ

天草墨友会水墨画作品展　天草墨友会水墨画作品展　入場無料

牛
深
高
校
開
放
講
座

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　水墨画（すいぼくが）は墨と硯、筆と紙があれば、
どなたでも手軽に楽しめる絵画です。
　この水墨画の魅力に取りつかれた、天草島内の水
墨画愛好家の皆さんの作品約70点を展示します。
墨と紙の織りなす幽玄の世界を、ぜひお楽しみくだ
さい。
■期　間＝10月５日㊋から同15日㊎までの午前９
時から午後５時まで（休館日 同12日㊋）。※最終
日は午後４時まで。

■ところ＝天草文化交流館２階展示室。
〔水墨画について〕

　水墨画とは、「墨」一色で表現される絵画で、墨
線だけでなく、墨を面に使用し、ぼかしで濃淡・明
暗を表すため、墨絵（すみえ）とも言われます。
　中国で唐代後半に山水画の技法として成立し、日
本には鎌倉時代に禅とともに伝わり
ました。当時、日本に伝わった絵画
は、『達磨図』・『瓢鮎図』などのよ
うに禅の思想を表すものでしたが、
徐々に変化を遂げ、風景なども描か
れるようになりました。

【問い合わせ先】 ㈳天草宝島観光協会事務局・総務部☎㉒2243


